
い
え

ま
さ

の
り

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

家

正

則

専
攻
学
科
目

銀
河
物
理
学
・
観
測
的
宇
宙
論

生

年

月

昭
和
二
四
年

八
月

略

歴

昭
和
四
七
年

三
月

東
京
大
学
理
学
部
天
文
学
科
卒
業

同

五
二
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

五
二
年

三
月

理
学
博
士

同

五
二
年
一
一
月

東
京
大
学
理
学
部
助
手

同

六
一
年

九
月

東
京
大
学
東
京
天
文
台
助
教
授

同

六
三
年

七
月

国
立
天
文
台
助
教
授

平
成

四
年
一
一
月

国
立
天
文
台
教
授

同

五
年

四
月

総
合
研
究
大
学
院
大
学
数
物
科
学
研
究
科
教
授

同

五
年

四
月

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
六
年

四
月

自
然
科
学
研
究
機
構
国
立
天
文
台
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
六
年

四
月

総
合
研
究
大
学
院
大
学
物
理
科
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

二
四
年

四
月

自
然
科
学
研
究
機
構
国
立
天
文
台
Ｔ
Ｍ
Ｔ
推
進
室
長
（
現
在
に
至
る
）

六



理
学
博
士
家

正
則
氏
の「
初
期
宇
宙
の
研
究
」

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

宇
宙
の
研
究
に
は
三
つ
の
「
暗
黒
問
題
」
と
呼
ば
れ
る
重
要
問
題
が
あ
る
。

「
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
暗
黒
物
質
」、「
暗
黒
時
代
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
家

正
則
氏
の
業
績
は
宇
宙
の
「
暗
黒
時
代
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
家
氏
の
顕

著
な
業
績
は
、
す
ば
る
望
遠
鏡
を
駆
使
し
て
一
二
九
億
光
年
か
な
た
の
最
遠
銀

河
を
発
見
し
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
八
億
年
前
後
の
時
代
の
銀
河
の
特
性
か
ら
、

暗
黒
時
代
の
終
わ
り
を
意
味
す
る
宇
宙
の
再
電
離
の
完
了
時
期
を
特
定
し
た
こ

と
で
あ
る
。

一
三
七
億
年
前
に
ビ
ッ
グ
バ
ン
で
始
ま
っ
た
宇
宙
は
、
高
温
高
密
度
の
状
態

か
ら
、
急
激
な
膨
張
で
冷
え
、
そ
の
三
八
万
年
後
に
は
陽
子
と
電
子
が
結
合
し

た
中
性
水
素
原
子
と
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
が
主
体
と
な
り
、
自
ら
光
る
も
の
が
無
い

「
暗
黒
時
代
」
に
入
っ
た
。
や
が
て
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
の
密
度
ゆ
ら
ぎ
が
成
長
し
、

二
〜
三
億
年
頃
か
ら
初
代
星
を
含
む
原
始
銀
河
が
生
ま
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
一
旦
冷
え
て
中
性
と
な
っ
た
銀
河
間
空
間
の
物
質
は
、
原
始
銀
河
か

ら
の
紫
外
線
に
曝
さ
れ
、
や
が
て
宇
宙
は
再
電
離
す
る
。
そ
れ
が
い
つ
頃
ど
の

よ
う
に
進
行
し
た
か
は
、
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

家
氏
は
す
ば
る
望
遠
鏡
の
主
焦
点
カ
メ
ラ
で
、
夜
天
光
に
邪
魔
さ
れ
ず
に
初

期
宇
宙
の
原
始
銀
河
を
探
索
す
る
た
め
、
中
心
波
長973nm

と1006nm

の
特

殊
な
狭
帯
域
フ
ィ
ル
タ
ー
を
開
発
し
た
。
初
期
宇
宙
の
原
始
銀
河
が
放
つ
最
も

強
い
光
で
あ
る
静
止
波
長121.5nm

の
ラ
イ
マ
ン
α
輝
線
は
、
宇
宙
膨
張
の
た

め
時
代
に
応
じ
て
赤
方
偏
移
す
る
。
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
赤
方

偏
移
七
・
〇
と
七
・
三
の
時
代
の
銀
河
探
索
に
狙
い
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

同
氏
と
共
同
研
究
者
は
、
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
用
い
て
、
最
遠
方
の
銀
河

候
補
を
絞
り
込
み
、
す
ば
る
望
遠
鏡
や
ケ
ッ
ク
望
遠
鏡
を
用
い
た
分
光
観
測
に

よ
り
、
最
遠
方
の
銀
河
を
次
々
に
発
見
し
た
。

家
氏
ら
は
一
二
六
・
五
億
年
前
（
赤
方
偏
移
五
・
七
）、
一
二
八
・
三
億
年

前
（
赤
方
偏
移
六
・
六
）、
一
二
八
・
八
億
年
前
（
赤
方
偏
移
七
・
〇
）、
一
二

九
・
二
億
年
前
（
赤
方
偏
移
七
・
二
）
の
各
時
代
の
銀
河
の
探
査
か
ら
、
こ
の

わ
ず
か
三
億
年
た
ら
ず
の
時
間
を
遡
る
間
に
、
ラ
イ
マ
ン
α
輝
線
で
見
え
る
銀

河
の
数
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
期
間
に

銀
河
間
物
質
の
電
離
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
銀
河
間
空
間

に
中
性
水
素
が
残
っ
て
い
る
と
原
始
銀
河
か
ら
の
ラ
イ
マ
ン
α
線
は
共
鳴
散

乱
す
る
た
め
、
見
え
に
く
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
分
光
観
測
の
結
果
か

ら
も
こ
の
短
期
間
を
経
る
間
に
中
性
水
素
の
割
合
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
家
氏
ら
は
こ
う
し
て
宇
宙
の
再
電
離
の
完
了
期
の
特
定
に
成

功
し
、
こ
れ
を
「
宇
宙
の
夜
明
け
」
と
呼
ん
だ
。

二
四



こ
の
研
究
は
広
視
野
の
す
ば
る
望
遠
鏡
主
焦
点
カ
メ
ラ
と
、
特
殊
な
フ
ィ
ル

タ
ー
、
そ
れ
に
綿
密
な
観
測
計
画
の
実
施
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

世
界
の
追
随
を
許
さ
な
い
研
究
成
果
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
に
一
二
八
・
八
億
光
年
の
最
遠
銀
河
を
発
見
し
、
宇
宙
再
電
離

に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
た
後
、
こ
の
記
録
は
二
〇
一
一
年
ま
で
破
ら
れ
な
か

っ
た
。
二
〇
一
一
年
に
い
く
つ
か
の
新
記
録
が
国
内
外
で
発
表
さ
れ
た
が
、
二

〇
一
二
年
六
月
に
は
再
び
世
界
一
と
な
る
最
遠
銀
河
の
発
見
に
成
功
し
、
一
連

の
研
究
成
果
を
補
強
し
た
。

家
氏
は
初
期
宇
宙
に
関
す
る
観
測
的
研
究
成
果
に
加
え
、
天
文
学
の
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
開
発
で
も
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
す
ば
る
望
遠
鏡
計
画
で

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
薄
型
主
鏡
の
鏡
面
形
状
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
す
る
能
動
光
学
方
式
を
検
討
提
唱
し
完
成
に
導
い
た
。
ま

た
、
望
遠
鏡
の
建
設
と
並
行
し
て
、
す
ば
る
望
遠
鏡
の
微
光
天
体
分
光
撮
像
装

置FO
C
A
S

と
大
気
の
揺
ら
ぎ
を
克
服
す
る
補
償
光
学
装
置A

O
36

の
設
計
製

作
を
リ
ー
ド
し
完
成
に
導
い
た
。
こ
れ
ら
が
一
段
落
し
た
二
〇
〇
二
年
か
ら

は
、
よ
り
高
度
な
レ
ー
ザ
ー
ガ
イ
ド
星
補
償
光
学
系A

O
188

を
完
成
さ
せ
、
す

ば
る
望
遠
鏡
の
視
力
を
一
〇
倍
に
向
上
さ
せ
た
。

家
氏
は
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
、
各
種
の
賞
を
受
け
た
ほ
か
、
二
〇
〇
八
年

に
開
催
さ
れ
た
国
際
光
工
学
会
の
総
会
に
お
け
る
全
体
企
画
の
特
別
講
演
な
ど

複
数
の
国
際
会
議
で
の
招
待
講
演
を
行
い
、
ま
た
国
際
会
議
の
組
織
委
員
長
や

国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
国
際
的
な
研
究
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
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